
       

簡単片手日本語キーボードP510B 

                             文字入力説明書               2025.11.12  Ver.1.5 

   

  1. キーボードの概要 

 P510B片手キーボードは27個のキーを３つの動作モードの切替えで、１０９日本語キーボード  

のファンクションキーといくつかの制御キーを除いたほとんどのキーを割り付けたキーボードです。基

本的にはこのキーボードだけで日本語混じり文の入力を可能とした左右両手用片手キーボードです。し

かしモード１における数字キー等は割付ソフトの対象外であるため、パソコン内の管理情報を変更して

所要のキー動作を実現しています。したがってこの変更を行う初期設定がなされていないパソコンでは

数字等の文字入力が正常に行われません。（別冊の初期設定説明書を参照） 

 日本語入力はマイクロソフト IMEのローマ字入力方式で行い、かな入力方式には対応していません。 

 
  ２．パソコンとの接続とMODEスイッチ 

 下図左のとおりに付属のUSBケーブルで本キーボードとパソコンを接続します。接続が完了する    

とキー ボードのPower ランプが緑色に点灯します。 

  本キーボードは下図右に示す位置に3つのモードスイッチがあり、スイッチを押すことでモード切

替えができ対応するランプが青色に点灯します。 

 

  

 

 

 

 

    3. 各モードにおけるキーレイアウト 

  MODE１は主として「全角/半角」や「英小文字/英大文字」など文字種の切り替え時と数字の入力時
に、MODE2はかな文字の入力時に、またMODE3は主として記号の入力時に使います。 

     
    下図に各モードにおけるキーレイアウトを示します。 
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キーボードトップの外観を下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上図において４つの黒地キーは全モード共通キーで、３つの薄青地のキーはＭODE2と

MODE3共通のキーであることを意味します。 

   各キーのラベルは左図の如くに3つの表記位置に分かれて

おり、上部にはMODE1、下部左にはMODE2、そして下部

右にはMODE３状態でのキー押下で入力される文字を表記し

ています。１つの表記位置に２つの文字がある場合は右側に

表記されている文字（左図では“＄”と“＝”）はShift モ

ードで入力される文字です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．制御キーの動作 

  
 キーボード操作において多くの制御キーを使います。本片手キーボードにも多くの制御キーがあ
り ます。 その一覧を次ページに示しますので、それらの機能を理解してください。 
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５．文字入力の操作 

（１）IME入力モードの切り替えと未確定文字の変換 
 ① MODE1にある「半角/全角」と「カタカナ/ひらがな」および「Shift」＋「Space」 

 「半角英数字」または「ひらがな」モードの状態で「半角/全角」を押すと、IMEの入力
モードが「ひらがな」と「半角英数字」に押す都度交互に切り替わります。 
「カタカナ/ひらがな」を押すと、どのモードであっても「ひらがな」モードに切り替わり
ます。 

       
 ＭＯＤＥ1ＭＯＤＥ1 

        上記の操作はMODEスイッチの操作が必要となりますが、MODE2とMODE3で 
          の操作をすることで上述の「半角/全角」と同じ動作となります。モード変更 
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    が不要となるので、半角モードと全角モードの切り替えはこれを推奨します。 
    （この機能は IMEの設定変更が必要ですので別冊「初期設定説明書」を参照） 
 

② MODE２とMODE３にある「無変換」 
 「ひらがな」、「全角カタカナ」または「半角カタカナ」モードの状態で入力中の文章
に未確定文字が無い場合に「無変換」を押すと、IMEの入力モードが「全角カタカナ」、
「半角カタカナ」および「ひらがな」へ押す都度順番に切り替わります。 

 
 
 
     ③「Shift」を押しながら「無変換」 

入力中の文章に未確定文字が無い場合に「Shift」を押しながら「無変換」を押すと、
IMEの入力モードが「全角英数字」と「半角英数字」に押す都度交互に切り替わります。 

又は

又は

ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ3

            
 
           
   ④ 未確定文字を他の日本語文字種への変換  

ＭＯＤＥ3ＭＯＤＥ2 

   入力中の文章に未確定文字がある場合に「無変換」を押すと、未確定文字が押す都度
「ひらがな」、「全角カタカナ」、「半角カタカナ」の順番に変換されます。 

 
又は 

 
⑤ 未確定文字を英文字文字種への変換 

ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ3

入力中の文章に未確定文字がある場合に「Shift」を押しながら「無変換」を押すと、押
す都度未確定文字が「全角英数字」と「半角英数字」に交互に変換されます。 

 
 又は

 ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ3

      
 �上述①、②、 の方法で文字入力前に入力モードを切り替えてから文字を入力するのが

基本的な操作法ですが。上記④、⑤の方法は文字の入力前に入力モードの切り替えをせず

に、文字入力後に意図した文字種に変換できるので操作性が良いとも考えられます。 
    選択されている入力モードが画面に表示されている IMEツールバーに表示されるので
確認できます。IMEツールバーの左端にマウスカーソルを置きながら左ボタンを押した
状態で、マウスを動かすと IME ツールバーが移動するので使い易い位置に置いて下さい。 

 



 
  （2）半角アルファベット 

   IMEの入力モード「半角英数字」状態でアルファベットキーで入力します。C,F,J,Q,V,Xの 6文 
   字はMODE3で入力し、その他のアルファベット２０文字はMODE２で入力します。 
    通常は単にアルファベットキーを押すことで小文字が入力され、「Shift」を押しながらアルフ 
      ァベットキーを押すことでアルファベット大文字が入力されます。 

   連続してアルファベット大文字を入力する場合は「Caps Lock」状態にしておけば、アルファベ 
ットキーを押すだけでアルファベット大文字の入力ができます。逆に「Caps Lock」状態で 
「Shift」キーを押しながらアルファベットキーを入力するとアルファベット小文字が入力されます。 
 本片手キーボードでは「英小文字/英大文字」キーを押すことで「Caps Lock」状態になり、再度
このキーを押すことで「Caps Lock」状態が解除されます。 
 英小文字”ｓ”を入力する場合は下図左の通りに、英大文字”S” を入力する場合は下図右の通 

      りに行います。 
 

 

英大文字の入力が連続する場合や「Shift」と他のキーの同時押しがやり辛い場合には、MODE
１で「英小文字/英大文字」を押して「Caps Lock」状態にして、アルファベットキーだけを押すこ
とで楽にアルファベット大文字が入力できます。 
例えば”ABC”と入力する場合下図の操作となります。 
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 (３）全角アルファベット  

                  IMEの入力モード「全角英数字」状態でMODE2およびMODE3において。アルファベットキ 
               ーで入力します。アルファベット文字の入力は前述した「半角アルファベット」の入力と同様の操 
     作をします。 
      「ひらがな」モードのままアルファベットを入力すると、入力した文字がひらがな混じりの文字 
     列に変換されてしまいますが、「Shift」キーを押しながら「無変換」キーを押すと全角アルファ 
     ベットに戻ります。この操作を 2回行うと半角アルファベットに変換されます。この操作は入力 
     が小文字で行われた場合はアルファベット小文字に変換され、大文字で入力した場合はアルファベ 
     ット大文字に変換されます。 

全角で”ＡＢＣ”を入力する場合は下図の操作となります。 
     
       

ＭＯＤＥ1 

ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ2

ＭＯＤＥ1 ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ3

   ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ2

（４）数字 
 

数字はMODE１で入力します。IMEの入力モードが「半角」状態で数字キーを入力すると半角
数字が入力されます。IMEの入力モードが「全角」状態で数字キーを入力すると全角数字が入力
されます。なお「半角英数字」と「全角英数字」の入力モード切替え操作は、未確定文字が無い状

態で「Shift」を押しながら「無変換」を押すことでも可能です。 
 
数字”４”を入力する操作は下図の通りに行います。 

          
 
    ＭＯＤＥ1 

 



 
 
（５）記号 

 
「＃」、「％」など数字キーで入力する記号はMODE1で入力します。「Shift」キーを押しな

がら数字キーを押すことで９種類の記号が入力できます。「,(コンマ)」や「.（ピリオド）」や 
「＝」などの記号はMODE３で入力します。 

IMEの入力モードが「半角」状態で入力すると半角記号が、また IMEの入力モードが「全角」
状態で入力すると全角記号が入力されます。 
記号”＄”を入力する操作は下図の通りに行います。 

        
 

 ＭＯＤＥ1

記号”-”を入力する場合は下図左の通りに、また”＝”の場合は下図右の操作を行います。 
                    

ＭＯＤＥ3ＭＯＤＥ3 

     

    

             

(６)ひらがなと漢字 
 

ひらがなは IMEの入力モード「ひらがな」状態で、主としてMODE２のアルファベットキーを
使って次ページの訓令式ローマ字表にしたがって入力します。「ja(じゃ)」や「fe(ふぇ)」などのヘ
ボン式ローマ字で入力する場合はMODE３のアルファベットキーも使用します。 
 促音（小さい”つ”）、あ行とや行の小さい文字の単独入力は、「L」に続けて小さくしたい文
字のローマ字を入力します。 
ひらがなで入力した文字列を漢字に変換するには、「Space」キーを押します。変換候補がリス

ト表示されたなら、「Space」キーで求める漢字に移動するか、候補番号を数字入力して候補を選
択した後に「Enter」キーを押して漢字を確定します。 

     ”あか”を入力する場合は下図の通りに入力します。 
       

ＭＯＤＥ2 
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  ”赤”を入力する場合は上図の操作において「Enter」で確定する前に    を何度か押し、 候
補リストの中から“赤”を選択して       を押します。 

  
 

 （７）カタカナ 
 ひらがなで入力し確定する前に「無変換」キーを１回押すと全角カタカナになり、２回押すと半  

     角カタカナになります。３回押すとひらがなに戻ります。 
      ”アカ”を入力する場合は下図左、半角カナ”ｱｶ”を入力する場合は下図右の通りに入力します。 
      

ＭＯＤＥ2ＭＯＤＥ2 
      

      
  ひらがなでの入力前に「無変換」を押すごとに、IME入力モードが「全角カタカナ」、「半角  

  カタカタ」、「ひらがな」の順に切り替わります。この操作によって入力したい文字種の入力モ 

  ードに切り替えてから、意図する文字種の文字で入力することが可能となります。 

 

 



 

 

 

 「ひらがな」入力モードから「全角カタカナ」入力モードに切り替える場合は下図左の操作をし 

ます。下図右の如く「無変換」を2度押すと「半角カタカタ」入力モードになります。 

 

       
ＭＯＤＥ2 ＭＯＤＥ2 

 

 （８）日本語用全角記号 
 

   IME入力モード「ひらがな」状態で、MODE3の記号キーで入力します。読点（、）は「,」 
キー、句点（。）は「.」キー、中点（・）は「/」キー、左カギ括弧（「）は「[」キー、右カギ 
括（」）は「]」キー、長音（－）は「-」キーで入力します。 

        左カギ括弧を入力する場合は下図左、中点を入力する場合は下図右の操作をします。 
 

ＭＯＤＥ3 ＭＯＤＥ3
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６．文字入力の練習 
 

 ここでは、文字入力の練習を兼ねて、簡単な文書を入力する事例を記します。 

 

６．１ 作成文書の例 

 

この文章を作って見ましょう 

 

終わり。 

（３）記号「25％」や「３＞２x」は次の様に入力します。 

（２）日本語「ありがとう。」は次の要領で入力します。 

（１）英文大文字・小文字の入力は、「Abc」で説明します。 

日本語入力の事例です。 

東京都新宿区大手町 

令和 太郎様 

 
〒１２０－０３０４ 

 

 

 

 

 

 

 注←Abcは半角です
 

 

 

 

 
 

 

〒→全角「郵便番号」で入力する 

 

 （漢字変換）
＊→郵便番号 

 

 

120-0304→（半角英数字） 

 

 
＊→120-0304 

 

 

東京都新宿区大手町→ 

 

 

＊→東京都新宿区大手町 
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（漢字変換）

令和 太郎様→ 

＊（文字サイズを大きくする）＊ 

 

 
（漢字変換）

＊→令和 太郎様 

＊（文字サイズを戻す）＊ 

日本語入力の→ 

 

 

事例です。→ 

 

（漢字変換） 
＊→日本語入力の事例です  ＊→。 

 

（１）英文大文字・小文字の入力は、「Abc」で説明します。→ 

+  + 
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＊→入力は、 

＊→（１） 

＋ は同時に押す 
＊→英文大文 

＊→字・小文字の 

  （漢字変換）



 

 

 

 注→英数字半角小文字モードに変更 

+

＊→Abc」で 

++ 
 

 
＊→「 

 

 

 

（漢字変換）
 ＊ →入力します。 

 

（２）日本語「ありがとう。」は次の要領で入力します。→ 

 

 

 ＊→（２）日本語「 
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（３）記号「25％」や「３＞２x」は次の様に入力します。 

 

 

 

 

 

＊→ありがとう。」は 

＊次の要領で入力します・ 

（漢字変換）

（漢字変換）

+  + 

＊→（3）記号「２５ 



 

 

 

 

+  

 

 

 

 

 ＊→%」や「3>2 

 

 

 

 
＊→x」は次の様に 

 

 

 

 

 
＊→入力します。 

 

 

 

 
（漢字変換）

 
終わり。→ 

 

 

 
（漢字変換）＊→終わり。 

 

 

 
 

以上で入力操作の事例説明を終わります。 

 
この事例では、日本語入力を一行全て入力してから「変換(Space)」「確定（Enter）」の操作をして

いますが、適当な長さに区切って都度「変換」「確定」をしても構いません。 貴方の都合の良い区切

りで「変換」「確定」を行って下さい。 
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７．参考情報 

  以下に述べる事項は片手キーボードを使用されるユーザ様に参考情報として提供するもので 
   それら情報が不必要な方は読み飛ばされて結構です。 
 
 （１）「固定キー機能」による Shiftキー等のロック 

    「Shift」「Ctrl」「Alt」および「Windows」の 4つのキーを”修飾キー”と呼び、これらのキー 
   を押しながら文字キーを押すショートカットで多用されます。この内「Shift」はどのMODEにも割 
   当てられているので問題ないのですが、他の 3つのキーは 1つのMODEにのみ割当られているので 
   ショートカット入力ができない場合があります。 例えば「Ctrl」＋「A」を入力しようとしても   
   「Ctrl」はMODE３に、「A」はMODE２に割り付けられているので同時に押すことができません。  
   また片手でのキーボード操作の場合複数キーの同時押しがやり辛い事もあるでしょう。 
    この問題に対応できる機能としてWindowsOSの「固定キー機能」があります。事前に 
    Windows10では「設定」➡「簡単操作」➡「キーボード」で、Windows11では「設定」➡「アク 
   セシビリティ」➡「操作」➡「キーボード」において設定をしておけば、必要に応じて”ロック/ロッ 
   ク解除”をキーボード操作だけで可能となります。（下図左を参照） 
     4つの修飾キーを夫々単独でロック状態にすることも、複数の修飾キーをロック状態にすることも 
   できます。この機能の 操作方法は「Shift」を 5回連打して固定キー機能をオンにすると、通知領域に 
   ロック状態表示アイコンが現れます。この状態で修飾キーを押すと押したキーがロックされます。そし 
   てロック状態表示アイコン にどのキーがロックされているかが表示されます。（下図右を参照） 
       下図左の設定画面において、修飾キーの２度押しでロックする設定や固定キー機能オン時に警告メッ 
   セージや音を出す等の動作設定ができるので、使い易い設定に変更してください。 
      片手で２つ以上のキーを同時に押す操作が困難な場合に、この「固定キー機能」を使えば、これ  
         ら修飾キーと他のキーの同時押しが容易にできる様になります。 
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（２）ショートカットキー 
 

 キーボードの複数キーを同時に押すショートカットキーを使えば、マウス操作よりも素早くコン
ピューターやアプリケーンの操作が可能となり、作業効率を大幅に向上させることができます。 
以下に主なショートカットを例示しますので参考にして下さい。 
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   （３） パソコン付属のキーボードを併用すればMODE変更操作を少なくできます。 

日本語を入力する場合は P510Rキ－ボードをMODE２の状態で使用するのが主体となります。し
かしMODE２のキーレイアウトにはないキー、例えば「半角／全角」「カタカナ・ひらがな」
「Tab」や「Ctrl」「Alt」などのキー操作する際、MODE切替え操作が必要となり円滑な操作ができ
なくなります。 
この不便さを無くすために、上述のキーを入力する際パソコン付属のキーボードで入力すれば

P510BキーボードでのMODE切換え操作は必要なくなりキー操作がやり易くなります。 
 
 （４） 数字の入力はパソコン付属のキーボードで入力する場合 

P510Bの標準仕様ではMODE１における数字キーの配列を「ChangeKey」ソフトで変更し、横向
きに置いた P510Rの数字キーの並び順を通常のテンキーの並びに準じるようにしています。しかし、
この変更によってパソコン付属のキーボードを併用している場合、そのキーボードのテンキーも並び順

が変わってしまいます。数字の入力はパソコン付属のキーボードで行うユーザもいると思われるので、

数字および四則演算記号の並び順を変更しないキーレイアウトもオプションとして可利用能としていま

す。そのためにはMODE１のテンキー部の設定変更が必要です。具体的な変更手順は「初期設定説明
書」を参照してください。この設定変更を行った場合のキーラベルは下図の通りになります。 
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